
車を売って、貰った話
ふちんかん

昨年春、７年間乗ったMPVを売却し、実家からプレミオを譲り受けました。
一行報告な話ですが、初めて経験する事も多かったので‥‥第４回です。

６．つづき 事故と保険

自動車保険は大きく分けると賠償(相手に対する)保険と車両（自車に関する）保険
がある。保険料は、賠償の範囲と本人の資質による等級と車種(型式）による料率、
それに年齢・使用者による特約によって異なる。そしてなんといっても保険会社によ

って大きく違う。私は三井住友ダイレクトに入って５年、その前はチューリッヒに３

年と安いネット系の保険会社を使ってきた。補償内容が同じでどうせ使わない保険な

ら安い方がいい。今回の対応もまぁ安心して任せられるものであった。

さてこちらの不注意で、今までずーと最高等級の２０等級だったのに３等級下がる

ことになった(これを回復するには)３年かかる）。さらに車両保険も７年もののＭＰ
Ｖから３年少しのプレミオに変わることで高く設定する必要があることから 次年度

の保険料は一気に１万円近く跳ね上がり４万５千円に。一番安いときで２万円台だっ

たことを考えるとかなり割高になってしまった。

７. オーディオ関係

カセットテープに始まってＣＤチェンジャー、ＭＤと、カーオーディオも変化して

きたが、今はＭＰ３をはじめとするデジタルオーディオか。

ここ数年は買ったりレンタルしたＣＤはパソコンにもバックアップを取っているも

のの、古いものはＭＤにしか録音していない。当初はＭＰＶのＭＤデッキをプレミオ

につけることが出来ないかと画策したが、すでに付いているカーナビと取り付け位置

や音声入力でバッティングすることがわかり断念。

なんとかＭＤのデータをカーナビで読めるＣＤーＲに落としたいところだが、家の

ＭＤデッキはＣＤ→ＭＤの録音は出来ても逆は出来ない。そりゃそうだ。それどころ

かデジタル出力はおろかアナログの出力端子すらない。困ったものだ。ＭＤ登場時に

は、コンパクトでデータも劣化せずアクセスも速いとあって、音楽データの最終保存

の形と思われた。今では逆にデータを取り出そうとすると、とても扱いにくいメディ

アということになってしまっている。

けっきょく家にある機器でのコンバートはあきらめ、デジタル出力端子のあるＭＤ

ウォークマンをレンタルすることになった。一週間レンタルで 2500円。安いものだ。



届いてからは必死のダビング作業。ＭＤ→（ＵＳＢケーブル）→ＰＣ、WMA 型式
で取り込み、アルバム名や曲名をネットからサーチして保存。かなりマイナーな曲も

サーチできる。便利な世の中になったものだ。ただＣＤシングルなどの寄せ集めＭＤ

はかなり苦労したが。最終的にアルバム１０枚程度ごとにまとめてＣＤ－Ｒに焼いて

完成した。

８. ＥＴＣ関係

ＭＰＶにもＥＴＣはつけていたが、この機会に新たな機械を購入(ただ貰い)するこ
とにした。阪神高速のスルーウェイカードのキャンペーンに申し込む。分離型で音声

案内付きの機種が、機種代・送料無料、さらに利用することでキャッシュバックあり

というありがたいキャンペーンだった。この春からの高速料金大幅値下げで、ＥＴＣ

の取り付け騒ぎ（！）がおきているが、平時につけておいて良かった。さすがに車へ

の取り付けは無料ではないが、まぁ何とかなるという見込みもあった。

ＭＰＶにつけたＥＴＣも同じような助成キャンペーンで貰ったもの。前回は取り付

けを自分でやってみたのだが‥。フロントのパネルを開け、電源をカーオーディオか

ら取るという勝手工作をした。が、常時電源から取ってしまったらしく、ＥＴＣに常

に電流が流れてしまい結果バッテリーを上げてしまった。これでは元も子もない。

このような経緯から、今回は使用するときだけシガーソケットから電源を取ること

にした。ネットでシガーソケットのキットを入手し、ＥＴＣの電源コードをハンダ付

けした。多少見栄えは悪いが、滅多に使わないものだし、普段はダッシュボードの中

にしまっておけるのでたいへん便利だ。

９. いよいよ手続き大詰め

インナーものの移行をやっているうちに、車換えの２週間前になった。新車の車庫

証明を所轄の宝塚警察へ受け取りに行く。これで書類関係はＯＫ。

ちなみに前々回と重複するが、譲渡関係で陸運局に申請する書類一覧は‥‥

譲渡証明書、委任状、自動車検査証（車検証）、印鑑証明書（二人分）、

車庫証明書、保管場所使用承諾書、保管場所の所在地・配置図

ＭＰＶの売却はプレミオ到着の日に行うつもりだったのだが、万が一、当日に事故

を起こしたときの保険がグレーだったので、売却は前日に行うことにした。８７１０

の営業さんが前日にやってきて、今まで７年間乗ってきた車に乗り込んだ。運転席に

他人が乗るのを見るのは初めてだったし、車が動き出して出て行くときは初めて見る

車のような不思議な感じがした。しかし、いともあっさり、一時的に車が無くなった。


